
大 会 要 項

1 出 場 資 格
区内に在住。在勤。在学。及び所属に在籍する修行者

2 試 合 開 始
*幼年の部。小学生の部     午前 9時 45分
*中学男子の部。中学女子の都  正午
*青年男子の部。青年女子の部  午後 1時30分
各部の試合終了後に当該都の表彰式を行いま現 表彰式終了後に

次の部の試合を直ちに開始しま坑

試合開始時間は、予定時間ですので早めに準備してください。

3 試 合 方 法
① 学年別 l′Jヽ学3年生まで男女混合)、 段別ごとにトーナメント戦により

優勝者を決定する。
1)男子の部 幼年の部。小学生の部及び中学生の部は学年別 (9部門)
2)女子の部 小学4年生から中学生までを学年別とする(6部門)
3)青年男子の部 初段・弐段・参段 (3部門)
4)3名以下の場合は、リーグ戦とする。
② 月ヽ学生。中学生。青年の部の各第1試合の選手が出て、

第2試合場の審判員が号令をかけて試合開始する。

4 試 合 時 間
1)幼年の部・小学生の部 2分
2)中学生の部(男・女)。 青年女子の部  2分30秒
3)青年の部  3分

5 審 判 規 定
1)国際柔道連盟試合審判規定及び国内における「少年大会特別規程」で行なう。
2)勝敗判定基準は「一本」「技有」「僅差」とする。
※「僅差」について

技による評価が同等で「指導」の差が2の場合、指導のない選手を優勢勝ちと

する。また、指導差が1以下の場合は旗判定により必ず勝者を決定する。

6 表   彰
各部門ごと1こ第1位から第3位 (2名 )までの勝者を表彰する。

なお、出場選手全員に参加賞を授与する。

敢 闘 賞 ・幼年の部及び小学生の部において、ベスト8に勝ち上がり
準々決勝で敗退した選手。
。中学生の部において、各部の出場選手が15名以上の場合で、

かつ上記の条件を満たす選手。

7 保   険
1)主催者が参加者全選手に対して傷害保険の手続きを行い、その費用を負担する。
2)大会中の不慮の負傷、疾病については、応急処置を施すとともに傷害保険の

範囲内で責任を負うものとする。



8 ゼ ッケ ン

1)各濃手は、着用する柔道衣に規定の大きさのゼッケンを正しく

縫い付けること。

2)所属名は、(公財)全日本柔道連盟に登録した団体名とする。

3)ゼッケンを取り付けてこない選手は失格とする。

4)ゼッケンの仕様と縫い付け方。

①サイズは横 30～ 35cm・ 縦 25～ 30cmとする。

②布地は白色 (R西 。太綾)

③書体は太いゴシック体又は明朝体で横書きとし、男子は黒色、

女子は濃赤色。

④苗字(姓)は上側 2/3、 所属名は下側 1/3。

⑤縫い付けの位置は、後ろ襟から5cm～ 10cm下部とし、
周囲と対角線に強い糸で縫い付ける。

脳震盪について

①大会前lヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の治療を受け、出場許可を

得ること。

②大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。

(なお、至急、専門医(脳神経外科)の精査を受けること。)

③練習の再開に関しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。

④当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に紺し、書面により事故報告書を

提出すること。



幼年男女の部
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小学一年男女の部
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小学二年男女の部
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小学三年男女の部
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小学四年女子の部
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小学五年女子の部
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中学一年女子の部
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中学一年男子の部
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中学二年男子の部
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中学二・三年女子の部
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弐段の部
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協同組含日本接骨E爾会

〒131-0043
東京都墨田区立花 1-23-3-101-4
TEL 03(3610)6 9 5 3
FAX 03(3613)8343

大会の組合せ (トーナメント表)については
下記よりこ参照ください。

葛飾区柔道会ホームベージURL

http:〃wwwttkatsushika‐jud口田口rg/
●令和 5年度葛飾区民秋季柔道大会組合せ
(TOPページ→試合結果のベージに掲載)

組合せ URL
http://wwwEkatSushikattjudo.org/kumiawase/2023akiepdf

組合せ QRコード

E口

■


